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研究成果の概要（和文）： 
 
 大学組織における学術生産性と教育向上を目的として，２つの基盤システムを構築した．ひ
とつは，教員間で，教育情報の共有を可能にするシステムで，学生自身が関係科目間にリンク
を付与し，得られた科目間ネットワークを可視化する．密に関係している科目集合や，独立し
た科目が一目瞭然となる．もうひとつは，教員の研究キーワードを用いた教員ネットワークを
可視化するシステムで，「研究キーワードから教員の検索」と「ある教員集合に共通の研究キー
ワードの検索」ができる．それぞれ，学内では利用可能となっている．  
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 We developed the infrastructure of education and research support for the students 
and staffs in Chiba University.  This infrastructure includes two visualization 
systems. One works together with the course syllabus, where the students themselves 
link the correlated subjects, then network of subjects appears for serving as a useful 
reference for students and staffs. The other has a database of research keywords of 
University’s research staffs, and then their interrelationship are shown as a network 
with proper perspective. The users of our pilot decision support systems indicated that 
the information on course-network and keywords network of researchers have been 
useful in their course selections. 
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１．研究開始当初の背景 
 
大学教員は「研究と教育」の両輪を円滑に回
し，相互の質を維持・向上させることを任と
するが，法人化後，競争的資金獲得と，少子
化に向けての教育サービス刷新に向けて教
員に課される労力は，精神的，時間的限界を
越え，教育か研究のいずれか一方の放棄，あ
るいは，両方が破綻することになりかねない
危機的な状況である． 
 
1) 研究においては，各人の専門分野の特殊
化が進む一方で，研究課題として要請される
対象領域は，広い分野をカバーする専門性が
必要である．すなわち，研究者間の協働を前
提とした情報共有，流通がスムーズに行われ
なければならない．このためには，互いの専
門性を知る必要がある．従来，研究者間での
連携は主に所属学会を介する，あるいは，別
の専門分野に属する場合は，口コミや文献を
手がかりに知り合いを辿り，紹介してもらう
という人脈を頼みとする交流が中心である．
他方で，大学をはじめとする学術研究機関が，
近年行っている公募性は，人材を広い範囲で
探索することが可能になり，面識のなかった
研究者が場を同じくし，新たな交流を生む機
会を提供している．しかし，この交流も，採
用学科やその周辺を中心としたローカルな
ものにとどまり，機関全体に広く伝播するこ
とは現状では難しく，大学の特性を生かした
最適なプロジェクトチームを構成する仕組
みは依然として，人脈頼みである． 
 
2) 教育においては，同じ大学，学部内にお
いてさえ，顕著な学力差がみられる．社会の
ニーズに応えられるレベルの知識力を促す
ためには，講義のレベルを下げることはでき
ない．つまり，これらの差を埋めるための，
なんらかの方法を提供する必要がある．また，
学科レベルで領域横断的な内容を扱う機関
も増えつつあり，学生側にすれば，何を学ん
でおくべきなのか，今どうしてこの科目を学
ぶのかに関する明確な理由を把握しにくい
状況に陥り，結果，学ぶことに対するモチベ
ーションの低下が生じている． 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題は，より質の高い研究と教育の提
供を限られた時間の中で効率よく行なうた
めの教員－職員間，教員間，および，教員－
学生間の“疎通”，”潜在的な繋がり”を同
定し，必要に応じた“疎⇒密”，“潜在⇒明示
的”な協調関係を構築，支援するための技術
開発を目的とする． 

 
３．研究の方法 
 
「大学における研究教育の質を維持向上す
るための支援システム」は，機関の教職員，
学生，将来的には地域，産学連携へと情報流
通の範囲を拡張する． 
 本期間中は，機関内とインターネットを介
しての外部との繋がりに焦点をあて，以下の
手順で進める． 
(1) 機関所有の分散データベースを疎に結

合し（統合するという立場ではない），
利用者側からはあたかも一つのデータ
ベースにアクセスしているような I/O， 

(2)  利用者の利用特性の抽出と学習アルゴ
リズムによる利用者適応型の I/O， 

(3) 利用者によるデータのタグ付けを容易
にする I/O， 

(4) タグの自己組織化アルゴリズムの開発 
(5) タグと利用統計データからの利用者コ

ミュニティの抽出と解析． 
(6) 利用者ネットワークの可視化  
(7) 利用者ネットワーク構造と抽出コミュ

ニティと機関評価関係の抽出，を行う 
 

４．研究成果 
 
 社会の変化に伴って大学組織は，従来の知
の提供だけにとどまらず，学生が活用しうる
知識を継続的，かつ柔軟に提供するためのシ
ステムが必要である． 
 本課題においては大学既設の知識データ
ベースを利用し，時代や学生のニーズに即し
た教育を学生に提供することをを実現し， 
学生によるフォークソノミ創出の枠組みを
構築し，その効果の可能性を示した． 
 また，教員にむけては研究者ネットワーク
の可視化システムを構築し，同機関内で共同
研究者を探したり，プロジェクトを組む際の
情報源となるシステムを実装した． 
 以上のシステムは限定的にではあるが， 
大学内で稼働しており，好評である．しかし
問題として，フォークソノミを創出するため
には，各講義に対して，十分な数のタグやリ
ンクが必要であるが，リンクやタグの付与は
学生にとって直接的には見返りの薄い作業
を要する． 
また，研究者間の専門分野のキーワード調査
においても教員の協力が得られなければ，実
際のサービスとして継続的に運用すること
は難しい． 
 この各立場における連携へのインセンテ
ィブの問題を解決することは提案システム
運営上の大きな課題である． 
図１にシラバスの関係ネットワークを，図２
に研究者連携システムの概観を示す． 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 学生によって付加されたタグによる分類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2 千葉大研究者専門分野検索システム 
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